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研究成果の概要（和文）：本研究は、従来のエネルギー概念史研究に見られる人文科学と自然科学との分断を解
消することを目的としている。17世紀後半から18世紀にかけて、英仏においてエネルギーの語が自然学の分野に
導入されるプロセスの相違を明確にすることで、自然に内在する力の原理をめぐる哲学的議論と接合させること
ができた。また、フランスで18世紀後半から18世紀初期にかけて隆盛したモンペリエ医学派の生命原理論に見ら
れるエネルギーの語の用法と、同時代の革命家の政治演説において多用されたエネルギーの語の用法が、ともに
合理では説明のつかない根源的な力を示し、そこにある種の連動性が認められることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of my research is to resolve the division between humanities and
 natural sciences commonly accepted in the traditional history of energy concept. First, from the 
latter half of the seventeenth century to the eighteenth century, by pointing out differences in the
 process of introducing the word “energy” into natural sciences in England and France, I 
successfully combined the differences with arguments made at the time about the active principle of 
nature's inherent power. Secondly, comparing the usage of the word “energy” found in the vital 
principle theory affirmed by the medical school of Montpellier, which prospered in France in the 
latter half of the eighteenth century to the early nineteenth century, and that widely used in 
political speeches of contemporary revolutionaries, my research clarified that both usages show 
radical power, which cannot be explained by rationality, and thus have some sort of parallel.

研究分野： 思想史
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１．研究開始当初の背景 
 従来のエネルギー概念史は、自然科学と人
文科学に分断されて論じられてきた。科学史
では通常、仕事量や動力資源としての物理学
エネルギー概念が 19 世紀に誕生する際に、
古代ギリシアの energeia（現勢態）の語が突
如復活したかのように説明される。しかし、
実は 19 世紀以前から、エネルギーの語はこ
とばの持つイメージ喚起力を表す修辞学用
語として存在していた。長らく自然科学用語
とはみなされてこなかったのである。 
 
 他方、人文科学の面から見ると、18 世紀フ
ランスで、この語が修辞学の延長線上にある
美学の分野で盛んに用いられるようになり、
それと同時に、自然と人間に通底する力動性
を体現するキーワードにもなった点が注目
に値する。しかし、従来の文学史研究では、
大作家の人文学系著作に対象を限定してき
たため、様々な取りこぼしがある。その大作
家のディドロの思想と文体に関しても、彼の
動態的な唯物論や活力に満ちた対話体など
の文体表現が「エネルギー」的なものと関連
づけられてきたが、実際のところ、ディドロ
はこの語をそれほど多用していない。以上の
疑問点を手がかりにして、18 世紀のエネルギ
ーの語意を厳密に再検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 以上の学術的背景のもとでエネルギー概
念史を概観して、まず看過できないのは、科
学史研究も文学史研究も自然学を含むエネ
ルギー概念全体を網羅してはいないという
点である。それには、初期近代の錬金術・化
学を過小評価する知的文脈に阻まれて、ルネ
サンスから 17 世紀の間に自然学の著作の中
に、エネルギーの語が動力源とは別の語意で
使用されていることが見落とされてきたと
いう背景があった。だがこの時期のエネルギ
ー概念を踏まえずして、近代エネルギー概念
史の包括的把握は不可能であろう。そのため
に、科学史と文学史を架橋して統合的な概念
形成史を描き出すことが求められている。 
 
 したがって、従来のエネルギー概念史が歴
史的に空白期間としてきたルネサンスから
17 世紀までの間、自然学の分野でエネルギー
の語が使用されていたことに着眼し、この語
の用法と変容過程をたどることで、古代ギリ
シアから物理学エネルギー概念が生まれる
19 世紀初頭までのエネルギー概念史の書き
換えを目的とする。この試みは、西洋思想の
根幹をなす思考様式との関係、すなわち、エ
ネルギーの語が「力の作用原理の内在化傾
向」と密接に関わり続けてきたその持続性、
および、この志向が「合理主義的機械論の弁
証法的乗り越え」の論理となってきたという
近代的特質の二点に基づいて取り組まれる。 
 
 

３．研究の方法 
 ルネサンスから 18 世紀末までのエネルギ
ーの語意形成史を、力の内在化志向が神から
自然へ、自然から人へと転位していく具体的
なプロセスを明らかにするため、神学史・自
然学史・自然哲学史・医学史等の分野ごとに、
文献調査によるエネルギーの語意をデータ
ベース化する。それに基づいて、文献読解を
通してエネルギーの語意を確定する。以上を
踏まえて、エネルギーの語意変容プロセスに
見出せるエネルギー概念の転位の分析的考
察を行う。 
 
４．研究成果 
(1)まず、ルネサンス期に、能動的内在原理
としてのエネルギー概念が、神の持つ超越論
的エネルギーから自然の物質的エネルギー
へと転位していった道筋を描き出すことが
できた。この経緯は、宗教改革期に盛んに展
開された聖餐論の議論の中に現れた〈エネル
ギー派〉というプロテスタントの異端派が主
張したキリストの身体性をめぐるエネルギ
ー概念に見られる思想的革新性から裏づけ
られる。キリストは神性と同時に人性を持っ
た両義的存在とされるが、その身体性の顕現
の場が聖餐式であり、聖体のパンとぶどう酒
がキリストの超越性と物質性を結びつける。
キリストの人間性を強調するカルヴァン派
のもとでは、その身体間の変容ゆえに、神学
と自然学が接合されうる。 
 
 それは同時に、エネルギー概念への接近を
も可能にするといえる。奇しくも、当時、カ
ルヴァンやメランヒトンの弟子の中から、聖
餐式におけるパンとぶどう酒がキリストそ
のものではなく、身体の「エネルギー」だと
主張する異端派が現れたのである。正餐をい
わゆる実態変化とは認めずに、キリストの身
体の単なる象徴の一種に過ぎないとみなす
彼らの論争的思想には、脱神秘化傾向が、言
い換えれば、ある種の近代的眼差しがうかが
える。この手がかりを得て、今後の研究の視
野を広げることが可能となった。 
 
(2)17 世紀には、物質と力を峻別するデカル
ト機械論によって、力学の分野からエネルギ
ーの語が徹底排除されるようになったこと
がわかった。その一方で、エネルギーがエネ
ルゲイアの対概念であるデュナミスの〈内部
に漲る力〉を意味し、語源からのズレを見せ
る。それは力の内在化傾向に伴った語意変容
から説明可能と判断できるになった。 
 以上より、エネルギーの語は、「力の作用
原理の内在化」志向と関わり続け、機械論が
峻別した精神と物質をつなぐ回路として、特
に化学・医学の分野で命脈を保ったことを論
証できるに至った。 
 
(3) さらに、17 世紀における英仏のエネルギ
ーの語の受容を比較して、次の点が明らかに



なった。イギリスでは、医学が、神の働きに
よって自然界の物質に能動原理が与えられ
ているとする自然神学と協調し、能動原理を
意味するものとしてエネルギーの語が使わ
れていた。それを顕著に示しているのが、フ
ランシス・グリッソン『エネルギー的物質の
本性論』というラテン語の著作である。彼の
医学論がエネルギー概念形成史において非
常に重要であることを突き止めた。だが既存
の研究では等閑視されてきた。今後の研究に
おいて解読作業を行っていく予定である。 
 
 一方、それに対し、フランスでは、デカル
ト機械論が神学と自然学を断絶させ、自然界
に能動原理を認めなかったため、科学用語外
してのエネルギーの語の使用が遅れた。ただ、
遅れはしたものの、イギリスの思想の影響を
受けて、18 世紀後半には、精神と物質をつな
ぐ回路としての唯物論が形成されていき、エ
ネルギーが一つのキーワードとなって自然
哲学の用語として定着するようになった過
程を実証的に明確にすることが可能となる
ところにまでこぎつけた。現在この論点をテ
ーマにした論文を執筆中である。 
 
(4) また、18 世紀後半から 19 世紀初期にか
けてフランスで隆盛したモンペリエ医学派
の生気論における活力の語の用法変化から
浮かび上がる新しい生命認識研究に取り組
んだ。バルテズが 1778 年に刊行した『新人
間科学要覧』の中で、合理では説明がつかな
い何らかの根源的なエネルギーが自己の生
命を構成しているという考えをもとに提唱
された「生命原理」概念は、アリストテレス
的ないしアニミスム的な霊魂ではなく、だが、
物理がう・科学の法則から超越した、生体の
みに見られる生命現象の原因とされる。生命
体で内的に・根源的に、すなわち、外在的で
なく、意志によるコントロールの及ばないと
ころでの作用である。 
 
 その一方で、当初の研究計画では予定して
いなかったが、同時代に起こったフランス革
命の政治演説で盛んに言及されたエネルギ
ーの語義の変遷にも関心を持つようになっ
た。とりわけ興味深いのは、恐怖政治期にお
いて、ジャコバン派の政治演説でのエネルギ
ーの語は、政治闘争の中で政治利用され、火
のエネルギーになぞらえたジャコバン党員
のスローガンとなる。つまり、「再生」とい
うイメージに訴えられた革命のビジョンに
沿って、限りなくダイナミックな政治的主体
になると同時に、即断・厳格・断固として性
的を断頭台に送る冷酷さが、ジャコバン的エ
ネルギーに満ちた理想的人間像であったの
だ。そこから、生命付与的でありながら完全
なる制御下にあり、恐怖と神聖さを結びつけ、
高尚な徳と野蛮な暴力とが共存する恐怖政
治が出来した。その相反するものの二重性が
非合理的ではなく、合理的な判断の結果とし

て不可避的に生じた。そのメカニズムをエネ
ルギーの語義の変容とともに追うことで、同
時代を形成していた思考の細部のざわめき
を分野横断的に、また経時的に考察していく
という今後の展望も合わせて得ることがで
きた。 
 
 以上から、合理では説明がつかない根源的
なエネルギーとしての生命原理概念と、特に
ジャコバン派の政治演説において、合理と非
合理の間で意味変容していくエネルギーの
概念との親近性を捉えることができた。この
点に関して、下記にあるように、雑誌論文で
研究報告を行っている。 
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